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基本目標 地域で育むひとづくり

基本施策 安心して住み続けられる長寿社会

本町は、漁師や農家、観光業者など自営業が多く、一般的な定年の年齢後も、体力の続く限り元気に働く人が多
いという強みがあります。一方で、高齢化と若年層の流出に伴い家族による介護力の低下が予想され、受け皿と
なるサービス基盤や地域づくりが課題となっています。

保健、医療、福祉等の各政策や、互いに助け合い支えあうコミュニティにより、年をとっても、また要介護状態と
なっても、住み慣れた地域で暮らし続けられる長寿社会の実現を目指します。

・若い世代と高齢者が交流し、支え合いの意識を持つ機会を創出します。
・効果的な介護の方法の習得、介護者の不安・悩みの緩和等の機会を提供します。
・高齢者の暮らしを支えるための、在宅福祉サービス、高齢者支援事業を提供していきます。また民間事業者を
含めた介護サービスに従事する人材の確保を支援します。
・地域ケア会議等を通じて、在宅医療、介護連携等の環境整備を推進します。

事業名 部署名 事業概要
R2決算
（千円）

R3予算
（千円）

推進
方針※

実施
計画

事業
評価書

国民年金一般管
理費

保険年金室
国民年金の裁定請求、各種届出、納付困難者に対して保険料
の免除の受付及び年金相談を行います 107 769 Ｂ  

4-10-
1

社会福祉一般管
理費

住民福祉課 民生委員児童委員の活動を支援します 2,649 3,092 Ｂ  
4-09-
3

老人福祉一般管
理費

健康介護課
ひとり暮らし高齢者が地域で安心して生活できる地域づくりを
支援します 5,577 41,678 Ｂ  

4-12-
1

高齢者敬老事業
費

健康介護課
百歳高齢者の記念品の授与など高齢者の敬老に係る事業を
実施します 65 51 Ｂ  

4-12-
2

在宅福祉事業費 健康介護課
日常生活に不安のあるひとり暮らしや在宅高齢者が安心して
暮らせるために老人福祉サービスを実施します 8,936 8,986 Ｂ  

4-12-
3

老人保護措置費 健康介護課
家庭環境や経済的な理由で、家庭において世話を受けられな
い高齢者を養護老人ホームへ入所措置を行います 7,844 6,428 Ｂ  

4-12-
4

介護保険特別会
計

健康介護課 介護保険制度の適切な運用に努めます 1,989,362 1,963,000 Ａ 2-72
4-12-
8

※事業の推進方針は、前年度の事業評価書に基づいて記載しています。（Ａ…拡充　Ｂ…継続　Ｃ…縮小　Ｄ…廃止）
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６．町民意識調査によるニーズ等

７．管理指標（ｐｔ）　町民意識調査による満足度

８．評価委員会の総合評価

9585  
Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

評価 評価に係るコメント

Ｒ３

Ｒ４

Ｒ５

Ｒ６

５．地域との協働に関する取組み状況
○高齢者は子どもの見守りや学習支援、若年者はPC・スマートフォン操作や体力の要る作業など、世代間でお
互いをサポートしている。
○子どもと高齢者が交流する行事などに積極的に参加している。
○移動販売や買い物支援、宅配サービスを充実させている。

自由記述意見から実現の可能性が高い又は条件によっては実現可能な提案等に関する記述のみを抜粋
①現代、高齢者といっても60代、70代はお元気です。リタイアされた方々が、地域のためや、人を助けるというシルバー人材派遣の活動を広げてはどうで
しょうか。
②子育てと同様に、相談先として分かりやすい窓口を設置してほしい。
③個人的な事ですが、父の老人会、他の方の提出資料を今年作りました。70代の方だとパソコンが使えない方も多く、助成金をいただく資料作成も大変だ
と思いました。もう少し簡素化できると良いと思います。
④寿命は必ずつきるし、お年寄りの健康はある程度でしか維持できないと思うのでまずはいかにしたら安心できる社会を構築できるかが問題だと思いま
す。不安や不便を取り除けることをアンケートにとって実施してみたらなにか見えてくるように思います。
⑤自分で買い物に行けなくなる時が来ると思うので、必要なことだと思う。
⑥日々の病院・買い物など、足がなくて行けない一人暮らしのお年寄りを助ける手立てを！ワクチン接種でも、一人暮らしで足のない方は置き去り、バスや
タクシーを出すなど手だてを取って欲しい。
⑦活動をしていても、役場関係者との交流はない。役場の人は、どこまで地区に入り込んでいるのか疑問だ。現場を見てほしい。
⑧高齢者、子どもの見守り学習支援はすごくして頂きたい。
⑨子供とお年寄りが交流できる場があれば良いなと思う。
⑩60歳からは働かなくても安心して暮らせる町に、国にしなければならない。きちんと60歳から年金受給できるようにすることが子育て支援、健康維持政策
になる。
⑪老人クラブの役員が地域で一番忙しそうです。役員を決めるのが一苦労だそうです。さっと集まって済んだら即解散できる除草作業のボランティア活動
もいいのでは。
⑫各地区で実情は異なるが私の地区では､高齢者（65才以上）の女性はカラオケ・グランドゴルフ・太極拳等積極的に活動しているが男性は朝・夕の散歩く
らいである。
⑬男性も活動してみたいと思える、アイデアを発信出来る人材を望む。
⑭年金暮らしのお年寄りが、安心して暮らせる生活支援があると良いと思う。
⑮海っ子バスのバス停は、たとえ乗る人が少なくても要望があればその地域に作るべきです。そのための地域バスのはずです。
⑯予算事業の内容の認知度が低いと思う。将来、どんなサービスが受けられるのかがわかれば、若年層の安心感につながると思う。
⑰高齢化率が高いことを理由にＤＸを躊躇するべきでは無い。デジタル格差を減らすことに着目するのではなく、デジタルの利便性を伝えることに注力すべ
きと考える。

現状値（Ｒ２） 目標値（Ｒ６）
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